
２０１８年６月吉日 

各位 

 

カンボジア国土省とカンボジア建築家協会が主催するセミナー 

「歩いて楽しい、緑のある都市空間、変わる東京都心」のご案内 

スターツ（カンボジア）コーポレーション 荒木 祥久 

 

いつもお世話になりありがとうございます。来る６月１１日（月）午後、カンボジア国土省

（Ministry of Land Management Urban Planning and Construction）と建築家協会が主催す

る、掲題のタイトルのセミナーが行われます。セミナーの講師は、弊社スターツグループの

副会長の関戸が務めさせていただく事になりました。 

 

主たる対象は、①建築家協会のメンバー、②国土省に勤務する役人、②プノンペン周辺の大

学から建築設計及び技術を学ぶ学生となっておりますが、日系企業、大使館、JICA の方に

もご参加いただく事が可能です。参加費は無料（軽食リフレッシュメント付き）となります。 

ご参加頂ける方は下記の【日本語お問合せ】に企業（団体）名とお名前をご一報ください。 

当日は写真を豊富に使い、英語とクメール語の２か国語で行います。日本を離れてからしば

らく時間が経ってしまい、大きく変わろうとしている直近の東京の姿やトレンドをご存知

でない方、国土省の役人と接点を持とうと思っている方など、是非ご参加を頂ければと思っ

ています。 

 

次ページに、国土省や関係機関に掲示されているポスター（英文）を添付しておりますが、

下記が日本語訳になります。最終ページに講師の関戸の経歴も記載いたしました。 

 

【タイトル】歩いて楽しい、緑のある都市空間―変わる東京都心 

【副題】都市のオープン・スペースのデザインと「法規」による誘導―その理論と実例 

【説明】今、東京都心が大きく変わろうとしています。第二次世界大戦後７０年以上かけて 

造ってきた都心を、21 世紀の世界都市間競争に勝てる魅力のある街にするために、    

もう一度作り直す必要があるからです。その中の主要なテーマの一つが「歩いて楽しい、  

緑ある都市空間」。今回の講演は、その魅力的な都市空間デザインの実例と、どのよう

な法律によって民間の開発を誘導しているかを解説します。これからのプノンペンの

街づくりの参考になる話をというカンボジア国土省と建築家協会からの強いご要望に

対応するセミナーとなります。 

【日時】18 年 6 月 11 日（月）14:00～17:00 【場所】国土省最上階セミナールーム     

地図のリンク https://www.yp.com.kh/812c68bf89d2207963729a62528425 

【お問合せ（日本語）】電話 012 687 111 / 012 803 111 メール pp@startscambodia.com 

https://www.yp.com.kh/812c68bf89d2207963729a62528425
mailto:pp@startscambodia.com


 

 

 



経 歴 書       
2018年 5月現在 

セキド  ヒロタカ

関戸 博高 生年月日 １９４９年（昭和２４年）４月１３日 

【最終学歴】 名古屋工業大学 建築学科 卒業 

【略 歴      】 

昭和４８年 ４月  建築設計事務所勤務 

  その後、関戸建築設計事務所 設立 

昭和５９年 ９月  当社 （旧 スターツ株式会社） 入社 

昭和６３年 ９月  同社 取締役 建設本部長 

平成 ５年１０月  同社 常務取締役 建設統轄本部長 

平成１１年 ５月  同社 専務取締役 経営企画本部長兼人事･総務担当 

      兼建設統轄本部中高層事業担当 

平成１２年 ５月  同社 代表取締役社長 

平成１７年１０月  スターツコーポーレーション株式会社 代表取締役副会長 

   （会社分割による商号変更） 

  兼 スターツＣＡＭ株式会社 代表取締役社長 

  スターツコーポレートサービス株式会社 取締役 

平成２１年 ５月  中部スターツ株式会社 代表取締役社長 

   同年 ６月  株式会社スターツ総合研究所 代表取締役社長 

   同年 ６月  スターツホーム株式会社 取締役 

   同年 ６月  スターツデベロップメント株式会社 取締役 

平成２４年 ４月  スターツホーム株式会社 代表取締役社長 

   同年 ４月  関西スターツ株式会社 取締役 

平成２５年 ７月  スターツＣＡＭ株式会社 取締役 

平成２８年 ４月  スターツコーポレーション株式会社 取締役副会長 （現任） 

平成２８年 ７月  中部スターツ株式会社 取締役（非常勤） （兼任） 

以 上 


